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大阪国際がんセンター 大講堂

2018年11月1日（木）18:10〜19:30

謹啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。

この度、がん疼痛治療関連の最新の話題を提供することを目的に、緩和医療薬物セミナーを開催

させて頂く運びとなりました。

ご多用のこととは存じますが、ご参加賜りますようお願い申し上げます。

本セミナーが日常診療のお役に立てば幸いでございます。

謹白

軽食を準備しております。
当日は、ご施設名、ご芳名の記帳をお願い申し上げます。
ご記帳いただきましたご施設名、ご芳名は、医薬品の適正使用情報および医学・薬学に関する情報提供のために
利用させていただくことがございます。
何卒、ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

日 時

会 場

18:10〜 情報提供「ヒドロモルフォン製剤」 第一三共株式会社

18:25〜 開会のご挨拶 大阪国際がんセンター 総長 松浦 成昭 先生

18:30〜 特別講演

司会 大阪国際がんセンター
栄養腫瘍科 主任部長 兼 緩和ケアセンター長 飯島 正平 先生


